
様式２

Ｈ２３Ｈ２２

目標値

実績値実績値

目標値目標値 目標値

3,500

―---―

達成率
(%)

目標値

100.0%

Ｈ２４：目標

―---―

3,500

―---―

開始
年度

実績値

施　策　指　標（単位）
①
施
策
の
達
成
状
況

非行・問題行動の未然防止

青少年が非行や問題行動等を起こすことなく，健全に生活しています。

―---―

―---―

実績値

実績値 実績値

Ｈ１９

実績値
施策目標

②市民の
施策満足度

④
施
策
の
評
価

達成度

有効性

施策を取巻く
環境

必要性

（事務事業の進捗）

（単年度目標）

施　策　カ　ル　テ
１　施策の位置付け

２　施策の現状と達成状況，課題の抽出

施策名

担当課 子ども未来課

①総合計画
　政策の柱

市民の学ぶ意欲と豊かなこころを育むた
めに

②政策名
（基本施策名）

健全な青少年を育成する
③取組の
　基本方向

「健全な青少年を育成する」ため，青少年が社会の一員として役割と責任を果たしていくための「青
少年の社会的自立の促進」，青少年が非行や問題行動などを起こすことなく，健全に生活していくた
めの「非行・問題行動の未然防止」に，重点的に取り組みます。

④政策目標
（基本施策目標）

青少年自身が規範意識を持ち，非行や問題行動を起こすことな
く，社会の一員として充実した生活を送っています。

Ｈ１９：基準 Ｈ２０

―---―

Ｈ２１

3,537

（90％以上） （70％～90％未満）

2,883
巡回指導による被指導者数

青少年を取り巻く環境の変化に伴い，非行や問題行動に対する青少年自身の規範意識が低下している。また，青
少年犯罪は減少しているものの，低年齢化・凶悪化している状況にある。このため，社会環境の浄化や青少年の
規範意識の醸成を図ることが求められている。

達成していない

やや不十分であ
る

③市民の
施策重要度 十分である

増加している

効率性

（住民・社会ニーズ）

18.4%

81.2%

概ね達成

●

不十分な事業が
一部ある

横ばい

達成している
●

被指導者数は減少しており，事業は十分進捗している。●

減少している
説
明

地域における青少年の健全な環境づくりのためにニーズが増加している。

不十分な事業が
複数ある

　
　
⑤
現
状
分
析
と

　
　
　
　
　
課
題
の
抽
出

青少年巡回指導員による被指導者数は減少しているものの，青少年犯罪の低年
齢化，凶悪化など青少年を取り巻く環境は厳しいものがあることから，今後と
も，巡回指導員を始め，警察，学校及び各種団体と連携しながら，有害環境の
浄化や問題行動の早期発見など，引き続き非行・問題行動の未然防止に取り組
む必要がある。

不十分である
説
明

説
明

巡回指導活動により，被指導者数は減少している。
説
明（70%未満）

巡回指導活動が抑止力となっている。

４　施策を構成する事務事業一覧

Ｈ２０

事業の
方向性

３　今後の取組方針

①取組の
考え方

青少年巡回指導員に対する研修の充実を図り，携帯電話や薬物乱用など新たな課題に対応できるよう，巡回指導活動の向上を目指す。また，地域における巡
回指導活動により，継続して有害環境の浄化や非行の未然防止，問題行動の早期発見に努めていく。

（政策目標への効果） ● 十分である

②政策評価
会議意見

目標値 目標値 事業費 事業費 優先度

Ｈ２０Ｈ１９

（千円）

施　策　事　業　費　合　計

活　動　指　標　等

50
1

4,829 4,936

№ 事　　　業　　　名

5,200

対　　象　　者 施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針

17,333 15,124

継続

（千円）

15,124 ＡＳ３９

延べ巡回指導活動参加人数
5,200

非行相談件数

有害環境の浄化や青少年の非行・問題行動の早期発見には，巡回指導をはじめ，地域での青少年の見守りが重要である。
青少年巡回指導員による被指導者数は減少しているものの，青少年犯罪の低年齢化や凶悪化など，青少年を取り巻く環境
は厳しいものがあることから，青少年巡回指導員に対する研修の充実を図り，携帯電話や薬物乱用など新たな課題に対応
できるよう，巡回指導活動の向上に努めること。

50

37
担当課 子ども未来課

青少年（20歳未満）
巡回指導をはじめ，地域での青少年の見守りにより，ここ数年の少年犯罪の減少となって現れている。今後と
も関係機関との連携により，青少年の非行の未然防止に努めていく。

青少年非行防止対策事業費

43

17,333
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